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1トト15 :新規ポリマー型ゲル化剤の開発とその応用

ABSTRACT

The aim of this pfVj'ect was dbvelopmmt of new polymer ore ofgelatws conbining gelab'on-causing

segments. There has been rising interest in application ofgelators, however the c7yStallization meaning

the collapse of gels is undesirable for the applications･ On the other hand, Polymers can rarely be

separated from solution as cyystals due to the molecular weight distribution and the entanglement of

polymer chain. Wefocused on opical low molecular weight gelators which were developed by our

group and synthesized new original gelation-causing segments･ We selected poly(21Vinylpyridine) as

amorphous polymers. Consequently, We succeeded in preparation ofpolymer ore ofgelators based on

the concept ofgelation-causing segments･

研究目的
本研究は､ ①水素結合や疎水性相互作用などの非共有結合をとおして液体を固化(ゲル化)するゲ

ル化駆動機能と②非品性のポリマー(あるいはオリゴマ-)は溶液中から結晶化しないという現象に

着目し､これらの二つの機能を結合させた結晶へ転移しない安定なゲルを形成する有機ゲル化剤ポリ
マーの合成を目的とする｡すなわち､ ②の機能を有する非品性のポリマーあるいはオリゴマ一に①の

機能をもつゲル化駆動部位を共有結合でつなげることにより､低分子の自己集合性と高分子の非品性

という一見､相矛盾する二つの機能を階層化させた新規な#リマ-型有機ゲル化剤を開発しようとす
るものである｡

一年間の研究内容と成果

Brをアルキノ遇の木箱こもつLJ判ン誘柳川腰掛ヒグメントRlを合成し､これらを湖なる3

顧7)ポリー21ピコレピリジンのピリジン普階に難ユニット当り異なる寄蛤で4鮒はせることによってポリ1 2-ピコレピ

リジ潮目ヒ剤を合成した

ポリマ潮目ヒ剤におし汀も有機綿こ対して勇Hヒ能を示した興粥栗いことにポリマ十型カ日脚P)中に闇毛分

子列Llヒセグメントでま升目ヒ能を示さなし噸蜘こ対し､新たにカ日出巨を発呪したこれよポリマ十観こよってF')Hヒ駆軌

セグメントが結晶プ:様闇覗け正しく西野rqるの謝ヂ〔いることが理由と考えられる｡ポリマ｣型舛Ll餌∬よる弟しの電子顕

樹､らは数仙mからな榔勧Stj-プ蹄こ自己集合し､ 3次冠同日状愉豊となっているのカ畷されヒ

｣C"2鮮cH2

ポリマー型ゲル化剤

PolyA･Rl; Mn=2500
PolyB･Rl; Mn= 18000

PolyC･Rl; Mn=40000

B r〉へ/＼/A-㍊益に･C.8r

ゲル化駆動セグメント

Rl
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展望
本研究で開発されたポリマー型ゲル化剤は結晶へ転移しな

図　PolyA-Rlの形成するシ

クロヘキサノンゲル
い安定なゲルを形成できること及び､ポリマー型であるので

皮膚をとおしての吸収も無いことからアレルギーを惹起する

心配もないo　これらの点から化粧品用のゲル化剤としての利用が考えられるo
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